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今後の取り組み

　

　

ソフト

令和２年度　地域発 元気づくり支援金事業総括書

保育に関わる人のための安全対策講座

学校法人高松学園　飯田女子短期大学

(4)安全・安心な地域づくりに関する事業

※自己評価【Ｂ】

【理由】

コロナ禍での実施となったが、日程調

整も含め、可能な限りの感染対策を行

い、当初の目標を達成する形で実施で

きた。初めて開催した組織マネージメン

ト編も好評であった。今年度の大きな

成果であると考えている。

【目標・ねらい】

①地域の保育者、保育に関わる方

に、危険予知を中心にした安全対策

講座を提供する。

②訓練レベルの高い応急手当プロ

バイダーを地域の保育現場に輩出

する。

③組織マネージメント編を実施する

ことで、園長、主任などの施設の管

理者に向けた安全対策講座を提供

する。

①地域の保育者や保育に関わる方（保育サポーター、保護者）に、

長野県内で盛んになりつつある自然保育（屋外保育）を想定し、危

険予知を中心にした安全対策講座を提供できた。

②少人数で、質の高い訓練内容として評価されている国際的な救急

法訓練プログラムを受講者の負担を抑える形で提供でき、保育現場

に訓練レベルの高い応急手当プロバイダーを輩出することが

きた。

③地域の保育園や幼稚園などの園長、主任などの管理者とのネット

ワークを構築することができた。また、管理者に対しての安全対策講

座を実施することができた。

保育者や保育に関わる方（保育サポーター、保護者）を対象として「保

育に関わる人のための安全対策講座」を開催した。

１．危険予知編

実施月：令和２年８月、９月

会場：松川町、飯田市、泰阜村 参加人数：５０名

２．応急手当編

実施月：令和２年９月、１０月、１１月、令和３年１月、２月

会場：飯田市 参加人数３７名

３．組織マネージメント編

実施月：令和２年７月、１１月

会場：飯田市 参加人数４５名

次年度は、開催から3年目になる。2年間で、多くの保育者や保育に関わる方の本講座への参加があった。受講者が

受講した内容を園や地域に持ち帰り、同僚や仲間に紹介したことで、新たなに参加者が生まれるといったケースもみ

られた。また、次年度は応急手当編の更新を迎える方もいる。来年度も引き続き本講座を継続していき、多くの方の

学びをサポートしていきたい。また、3年目以降は、現在、取り組んでいる保育の安全管理に関する教材開発研究を

ベースに、飯田女子短期大学独自の保育の安全対策テキストの発行も目指していきたい。

（活動写真）

【応急手当編にて】


